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障
しょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

推進
すいしん

計画
けいかく

（新
しん

・北海道
ほっかいどう

働
はたら

く 障
しょう

がい者
しゃ

応援
おうえん

プラン）(素案
そあ ん

)の概要
がいよう

 

 

第
だい

１ 計画
けいかく

の基本
きほん

事項
じこう

 

１ 計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
しゅ し

 

  「北海道障
ほっかいどうしょう

がい者
しゃ

及び 障
しょう

がい児
じ

の権利
けん り

擁護
よう ご

並
なら

びに障
しょう

がい者
しゃ

及び
およ び

障
しょう

がい児
じ

が暮
く

らし

やすい地域
ちい き

づくりの推進
すいしん

に関
かん

する条 例
じょうれい

」に基
もと

づき、地域
ちい き

で働
はたら

くことに挑 戦
ちょうせん

しようとす

る 障
しょう

がい者
しゃ

とその 障
しょう

がい者
しゃ

を支
ささ

えようとする障 害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

、企業
きぎょう

を応援
おうえん

するため、障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

全般
ぜんぱん

を包括的
ほうかつてき

に支援
しえ ん

する計画
けいかく

として策定
さくてい

する。 

 

２ 計画
けいかく

の性格
せいかく

 

  この計画
けいかく

は、障
しょう

がい者
しゃ

条 例
じょうれい

第29条
だい  じょう

第１項
だい  こう

に基
もと

づく「就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

推進
すいしん

計画
けいかく

」であり、

「第２期
だ い  き

北海道障
ほっかいどうしょう

がい福祉
ふく し

計画
けいかく

」（平成
へいせい

21年度
ねん ど

～23年度
ねん ど

）に定
さだ

める就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

部門
ぶも ん

の

個別
こべ つ

計画
けいかく

であるとともに、現行
げんこう

の「北海道
ほっかいどう

働
はたら

く 障
しょう

がい者
しゃ

応援
おうえん

プラン」（平成
へいせい

19年度
ねん ど

～

23年度
ねん ど

）に一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に関
かん

する施策
しさ く

を加
くわ

えた拡大
かくだい

計画
けいかく

と位置付
い ち づ

ける。 

 

３ 計画
けいかく

のめざす姿
すがた

 

  障 害
しょうがい

福祉
ふく し

サービス事業所
じぎょうしょ

、企業
きぎょう

、道
どう

・市町村
しちょうそん

、地域
ちい き

の人々
ひとびと

など、すべての道民
どうみん

が一体
いったい

となって協 働
きょうどう

し、「 障
しょう

がいがあっても、いきいきと働
はたら

くことのできる地域
ちい き

社会
しゃかい

づくり」

をめざす。 

 

４ 計画
けいかく

期間
きか ん

 

  平成
へいせい

22年度
ねん ど

から平成
へいせい

23年度
ねん ど

までの２年間
ねんかん

 

中長期的
ちゅうちょうきてき

な視点
して ん

に立
た

った施策
しさ く

の方向性
ほうこうせい

についても示
しめ

す。 

資料
しりょう

5-2 
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第
だい

２ 現 状
げんじょう

 

 ○本
ほん

道
どう

の障
しょう

がい者
しゃ

は人数
にんずう

、人口
じんこう

に占
し

める割合
わりあい

ともに年々
ねんねん

増加
ぞう か

している。 

○道内
どうない

の民間
みんかん

企業
きぎょう

における障
しょう

がい者
しゃ

実
じつ

雇用率
こようりつ

（平成
へいせい

21年
ねん

６月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）は1.77%で

あり、障
しょう

がい者
しゃ

の雇用
こよ う

状 況
じょうきょう

は着 実
ちゃくじつ

な進展
しんてん

が見
み

られるものの、なお法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

（1.8%）

を下回
したまわ

っている。 

 ○福祉
ふく し

施設
しせ つ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への年間
ねんかん

移行者数
いこうしゃすう

（平成
へいせい

20年度
ねん ど

）は225人
にん

となっている。 

 ○福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

関係
かんけい

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の月額
げつがく

１人
ひと り

当
あ

たりの平均
へいきん

工賃
こうちん

（平成
へいせい

20年度
ねん ど

）は14,636円
えん

となっている。 

 

第
だい

３ 基本
きほ ん

方針
ほうしん

と数値
すう ち

目 標
もくひょう

 

１ 基本
きほ ん

方針
ほうしん

 

  各地域
かくちいき

において関係
かんけい

機関
きか ん

が連携
れんけい

した障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

を支
ささ

えるネットワークの構築
こうちく

と、企業
きぎょう

との連携
れんけい

の推進
すいしん

の２点
てん

を重視
じゅうし

しながら、次
つぎ

の事項
じこ う

を計画
けいかく

推進
すいしん

の基本
きほ ん

方針
ほうしん

とする。 

（１）道民
どうみん

、企業
きぎょう

等
とう

の応援
おうえん

体制
たいせい

づくり 

（２）福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

の底上
そこ あ

げ 

（３）一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

の推進
すいしん

 

（４）多様
たよ う

な就 労
しゅうろう

の場
ば

の確保
かく ほ

 

 

２ 中長期的
ちゅうちょうきてき

な施策
しさ く

の展開
てんかい

方針
ほうしん

 

平成
へいせい

20年
ねん

３月
がつ

に策定
さくてい

した「北海道
ほっかいどう

働
はたら

く 障
しょう

がい者
しゃ

応援
おうえん

プラン」に基
もと

づく実施
じっ し

状 況
じょうきょう

を

踏
ふ

まえ、今後
こん ご

の中長期的
ちゅうちょうきてき

な施策
しさ く

の展開
てんかい

に当
あ

たっては、次
つぎ

の視点
して ん

を重視
じゅうし

する。 
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（１）脱
だつ

「自己
じ こ

完結
かんけつ

」－地域
ちい き

や企業
きぎょう

等
とう

との連携
れんけい

・協 働
きょうどう

 

（２）障
しょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

の輪
わ

を広
ひろ

げる－企業
きぎょう

・官公庁
かんこうちょう

や消費者
しょうひしゃ

の行動
こうどう

へのアプローチ 

（３）新
あたら

しいスタイルの働き方
はたら かた

の追 求
ついきゅう

－既成
きせ い

概念
がいねん

へのチャレンジ 

 

３ 計画
けいかく

の数値
すう ち

目 標
もくひょう

 

  

【福祉的就労
ふくしてきしゅうろう

関連目標
かんれんもくひょう

】

項
こう

目
もく

平成
へいせい

20年度
ねんど

実績
じっせき

平成
へいせい

23年度
ねんど

目標
もくひょう

授産施設
じゅさんしせつ

、事業所
じぎょうしょ

における目標工賃
もくひょうこうちん

(道
どう

の平均工賃月額
へいきんこうちんげつがく

) 14,636円
えん 平成

へいせい

18年度
ねんど

実績
じっせき

(15,305円
えん

)の２倍
ばい

工賃向上計画
こうちんこうじょうけいかく

を策定
さくてい

する対象施設
たいしょうしせつ

・事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい 32.4％

(95/293施設
しせつ

・事業所
じぎょうしょ

)
60%

障
しょう

がい者就労支援
しゃしゅうろうしえん

プログラム　アクション登録企業等数
とうろくきぎょうとうすう

37社
しゃ

2,000社
しゃ

障
しょう

がい者就労支援
しゃしゅうろうしえん

プログラム　アクション登録市町村数
とうろくしちょうそんすう

３市町村
しちょうそん

全市町村
ぜんしちょうそん

障
しょう

がい者就労支援認証企業取得企業等数
しゃしゅうろうしえんにんしょうきぎょうしゅとくきぎょうとうすう

- 100社
しゃ

工賃向上支援
こうちんこうじょうしえん

ネットワーク構築市町村数
こうちくしちょうそんすう 164市町村

しちょうそん

(道
どう

実態
じったい

調査
ちょうさ

結果
けっか

)

対象施設
たいしょうしせつ

・事業所
じぎょうしょ

の所
しょ

在
ざい

する全
すべ

ての市町村
しちょうそん

【福祉施設
ふくししせつ

から一般就労
いっぱんしゅうろう

への移行目標
いこうもくひょう

】

項
こう

目
もく

平成
へいせい

20年度
ねんど

実績
じっせき

平成
へいせい

23年度
ねんど

目標
もくひょう

年間一般就労者数
ねんかんいっぱんしゅうろうしゃすう

225人
にん 420人

にん

(平成
へいせい

17年度
ねんど

実績
じっせき

の4.0倍
ばい

)

【就労関連
しゅうろうかんれん

の目標
もくひょう

】

項
こう

目
もく

平成
へいせい

20年度
ねんど

実績
じっせき

平成
へいせい

23年度
ねんど

目標
もくひょう

公共職業安定所経由
こうきょうしょくぎょうあんていしょけいゆ

による福祉施設
ふくししせつ

利用者
りようしゃ

の就職者
しゅうしょくしゃ

171人
にん

420人
にん

障
しょう

がい者
しゃ

の態様
たいよう

に応
おう

じた多様
たよう

な委託
いたく

訓練
くんれん

事業
じぎょう

の受講者
じゅこうしゃ

9人
にん 120人

にん

(３割
わり

)

障害者試行雇用事業
しょうがいしゃしこうこようじぎょう

の開始
かいし

者
しゃ

51人
にん 210人

にん

(５割
わり

)

職場
しょくば

適応
てきおう

援助者
えんじょしゃ

による支援
しえん

の対象者
たいしょうしゃ

50人
にん 210人

にん

(５割
わり

)

障害者就業・生活支援
しょうがいしゃしゅうぎょう・せいかつしえん

センター事業
じぎょう

の支援
しえん

対象者
たいしょうしゃ

63人
にん

420人
にん

障害者就業・生活支援
しょうがいしゃしゅうぎょう・せいかつしえん

センターの設置
せっち ７箇所

かしょ

(平成
へいせい

21年
ねん

４月現在
がつげんざい

11箇所
かしょ

)
11箇所

かしょ

※　授産施設
じゅさんしせつ

・事業所
じぎょうしょ

：就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

Ｂ型
がた

事業所
じぎょうしょ

、旧法授産施設
きゅうほうじゅさんしせつ

(小規模通所授産施設
しょうきぼつうしょじゅさんしせつ

を含
ふく

む)

※　目標数値
もくひょうすうち

は、市町村
しちょうそん

の数値
すうち

を積
つ

み上
あ

げたものです。

※　目標欄
もくひょうらん

の（　）内
ない

は平成
へいせい

23年度
ねんど

の福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般就労
いっぱんしゅうろう

に移行
いこう

する者
もの

に占
し

める割合
わりあい

です。  
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第
だい

４ 計画
けいかく

推進
すいしん

のための具体的
ぐたいてき

方策
ほうさく

　

　　　あいてぃをかつようしたざいたくしゅうぎょうのすいしん

　○ＩＴを活用した在宅就業の推進

　　　しせつがいしゅうろう、しせつがいしえんのとりくみのすいしん

　○施設外就労、施設外支援の取組の推進
　　　さーびすじぎょうのあらたなせっちけいたいのふきゅう

　○サービス事業の新たな設置形態の普及

　　　しょうがいとくせいやちいきのじつじょうにおうじたはたらくばのかくほ

　○障がい特性や地域の実情に応じた働く場の確保
　　　ちいきとくせいやしせつ・じぎょうしょのとくちょうをいかしたじぎょうてんかい

　○地域特性や施設・事業所の特徴を活かした事業展開

　　　しょうがいとくせいにおうじたしょくばていちゃくのそくしん

　○障がい特性に応じた職場定着の促進
　　　じょぶこーちのはけんなどかんけいしさくのかつようのそくしん

　○ジョブコーチの派遣など関係施策の活用の促進
　　　りしょくごのふぉろーたいせいのせいび

　○離職後のフォロー体制の整備

　　　きぎょうにおけるしょうがいしゃこようのすいしん

　○企業における障がい者雇用の推進
　　　とらいあるこようなどかんけいしさくのかつようのそくしん

　○トライアル雇用など関係施策の活用の促進

　　　しょうがいしゃしゅうぎょう・せいかつしえんせんたーのたいせいきょうか

　○障害者就業・生活支援センターの体制強化
　　　かんけいきかんのれんけいによるさぽーとたいせいのじゅうじつ

　○関係機関の連携によるサポート体制の充実
　　　しょくぎょうのうりょくかいはつとしょくばじっしゅうのすいしん

　○職業能力開発と職場実習の推進
　　　さーびすきばんせいびのすいしん

　○サービス基盤整備の推進

　　　ちいきにおけるしゅうろうしえんねっとわーくのじゅうじつきょうか

　○地域における就労支援ネットワークの充実強化
　　　きぎょう、じちたいとうとのれんけい、きょうどうのすいしん

　○企業、自治体等との連携、協働の推進

　　　まっちんぐじぎょうのじゅうじつとまっちんぐきかいのかくだい

　○マッチング事業の充実とマッチング機会の拡大
　　　きょうどうじゅちゅうしすてむとうのじゅうじつ・きょうか

　○共同受注システム等の充実・強化
　　　こうきょうしせつをかつようしたはんろやはんばいほうほうのかくだい

　○公共施設を活用した販路や販売方法の拡大

　　　しせつ・じぎょうしょにおけるけいえいりょく・えいぎょうりょくのこうじょう

　○施設・事業所における経営力・営業力の向上
　　　しせつ・じぎょうしょのとりくみのれんけいときょうどうかのそくしん

　○施設・事業所の取組の連携と共同化の促進
　　　みりょくあるせいひんづくりとさーびすのしつのこうじょう

  ○魅力ある製品づくりとサービスの質の向上

　　　みんかんのうはうをかつようしたいちげんてきなしゅうろうしえんしさくのすいしん

　○民間ノウハウを活用した一元的な就労支援施策の推進

　　　しょうがいしゃこようにかんするしゃかいてきなりかいのそくしん

　○障がい者雇用に関する社会的な理解の促進
　　　きぎょうへのしゅうろうしえんかんけいしさく・せいどのじょうほうていきょう

　○企業への就労支援関係施策・制度の情報提供
　　　かんこうじゅのはっちゅうそくしん

  ○官公需の発注促進

　　　どうみんのしょうがいしゃのしゅうろうしえんにかんするりかいのそくしん

　○道民の障がい者の就労に関する理解の促進
　　　どうみんにたいするじゅさんせいひんとうのあぴーる

　○道民に対する授産製品等のアピール

障
が
い
が
あ
っ
て
も

い
き
い
き
と
働
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
り

　　 はたらくしょうがいしゃにたいするどうみんのおうえん

① 働く障がい者に対する道民の応援

　　 せいひんとうのはんろかくだい

② 製品等の販路拡大

　　 しょうがいしゃこようきぎょうへのしえん

③ 障がい者雇用企業への支援

　けいかくもくひょう

《計画目標》
　きほんほうしん

《基本方針》
　すいしんほうさくとそのほうこうせい

《推進方策とその方向性》

、

　　 どうみん、きぎょうとうのおうえんたいせいづくり

Ⅰ 道民、企業等の応援体制づくり

　　 ふくしてきしゅうろうのそこあげ

Ⅱ 福祉的就労の底上げ

　　 いっぱんしゅうろうのすいしん

Ⅲ 一般就労の推進

　　 はたらくしょうがいしゃにたいするきぎょう・かんこうちょうのおうえん

② 働く障がい者に対する企業・官公庁の応援

　　 しょうがいしゃじょうれいにもとづくあらたなすいしんたいせいの

③ 障がい者条例に基づく新たな推進体制の
　　 かくりつ（していほうじんせいどのどうにゅう）

   確立（指定法人制度の導入）

　　 しょくばていちゃくのためのしえん

④ 職場定着のための支援

　　 ちいきとくせいとうをいかしたしゅうろうきかいのかくほ

① 地域特性等を活かした就労機会の確保
　　 たようなしゅうろうのばのかくほ

Ⅳ 多様な就労の場の確保

　　 しせつがいしゅうろう、しせつがいしえんとうのしゅうろうけいたいの

② 施設外就労、施設外支援等の就労形態の
　　 ふきゅうそくしん

   普及促進

　　 あいてぃをかつようしたざいたくしゅうぎょうのすいしん

③ ＩＴを活用した在宅就業の推進

　　 しせつ・じぎょうしょのしゅうえきりょくのこうじょう

① 施設・事業所の収益力の向上

　　 いこうさぽーとたいせいのせいび

② 移行サポート体制の整備

　　 かんけいきかんのねっとわーくのじゅうじつ

① 関係機関のネットワークの充実

　  けいかくのほうさくたいけい

【計画の方策体系】

し
ょ
う

は
た
ら

ち
い
き
し
ゃ

か
い
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【主
おも

な取組
とりくみ

】 

○企業
きぎょう

認 証
にんしょう

制度
せい ど

 

授産
じゅさん

製品
せいひん

の優先
ゆうせん

調 達
ちょうたつ

や 障
しょう

がい者
しゃ

の多数
たす う

雇用
こよ う

など 障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

に積極的
せっきょくてき

に取り組む
と   く  

企業
きぎょう

等
とう

を「障
しょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

企業
きぎょう

」として認 証
にんしょう

し、道
どう

のホームページ等
とう

で

積極的
せっきょくてき

にＰＲするほか、入 札 上
にゅうさつじょう

の優遇
ゆうぐう

、低利
てい り

融資
ゆう し

の活用
かつよう

など、認 証
にんしょう

取得
しゅとく

のインセン

ティブを付与
ふ よ

する。 

○アクション2010～2011 

障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

に対
たい

する理解
りか い

を深
ふか

め、「働
はたら

く 障
しょう

がい者
しゃ

の応援
おうえん

の輪
わ

」を広
ひろ

げて

いくため、企業
きぎょう

等
とう

による障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

の取組
とりくみ

について、新
あら

たな提案
ていあん

や工夫
くふ う

など

幅広
はばひろ

い取組
とりくみ

を募
つの

り、その内容
ないよう

を広
ひろ

く道民
どうみん

にＰＲする。  

○指
し

定法人
ていほうじん

制度
せい ど

 

障
しょう

がい者
しゃ

条 例
じょうれい

に基
もと

づく指定
して い

法人
ほうじん

制度
せい ど

を導 入
どうにゅう

し、指定
して い

法人
ほうじん

を核
かく

とした一元的
いちげんてき

な就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

推進
すいしん

体制
たいせい

を確立
かくりつ

し、関係
かんけい

機関
きか ん

と緊密
きんみつ

に連携
れんけい

しながら、授産
じゅさん

事業
じぎょう

の経営
けいえい

改善
かいぜん

や受 注
じゅちゅう

拡大
かくだい

等
とう

の工賃
こうちん

向 上
こうじょう

に向
む

けた各種
かくしゅ

取組
とりくみ

を集 中 的
しゅうちゅうてき

かつ効果的
こうかてき

に推進
すいしん

する。 

○マッチング事業
じぎょう

 

 企業
きぎょう

等
とう

のニーズをこなせるよう、マッチング事業
じぎょう

（共 同
きょうどう

受 注
じゅちゅう

システム）の実施
じっ し

によ

り、企業
きぎょう

等
とう

の需要
じゅよう

と施設
しせ つ

・事業所
じぎょうしょ

等
とう

の 供 給
きょうきゅう

を一元的
いちげんてき

に管理
かん り

することで、両 者
りょうしゃ

を適切
てきせつ

に

結
むす

びつけることができるシステムを確立
かくりつ

し、事業所
じぎょうしょ

等
とう

の安定的
あんていてき

な受 注
じゅちゅう

を確保
かく ほ

して工賃
こうちん

の

向 上
こうじょう

を図
はか

る。 

○地域
ちい き

における就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

ネットワーク 

一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

の推進
すいしん

や福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

の底上
そこ あ

げを図
はか

るため、地域
ちい き

において、障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・
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生活
せいかつ

支援
しえ ん

センターが中 心
ちゅうしん

となって、福祉
ふく し

、労働
ろうどう

、教 育
きょういく

等
とう

の関係
かんけい

機関
きか ん

のネットワークを

充 実
じゅうじつ

するとともに、農 業
のうぎょう

、工 業
こうぎょう

、観光業
かんこうぎょう

等
とう

の基幹
きか ん

産 業
さんぎょう

とタイアップした取組
とりくみ

など

地域
ちい き

特性
とくせい

や施設
しせ つ

・事業所
じぎょうしょ

の特 徴
とくちょう

を活
い

かした事業
じぎょう

展開
てんかい

を促進
そくしん

する。 

〈障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえ ん

センター〉 

就 職
しゅうしょく

を希望
きぼ う

する障
しょう

がい者
しゃ

や在 職 中
ざいしょくちゅう

の 障
しょう

がい者
しゃ

の抱
かか

える課題
かだ い

に応
おう

じて、雇用
こよ う

及
およ

び福祉
ふく し

の関係
かんけい

機関
きか ん

との連携
れんけい

のもと、就 業
しゅうぎょう

支援
しえ ん

担当者
たんとうしゃ

と生活
せいかつ

支援
しえ ん

担当者
たんとうしゃ

が 協 力
きょうりょく

し

て、就 業 面
しゅうぎょうめん

及び生活面
せいかつめん

の一体的
いったいてき

な支援
しえ ん

を 行
おこな

う。 

○ＩＴを活用
かつよう

した在宅
ざいたく

就 業
しゅうぎょう

支援
しえ ん

事業
じぎょう

 

事業
じぎょう

へ参加
さんか

する障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

を募集
ぼしゅう

し、在宅
ざいたく

就 業
しゅうぎょう

に必要
ひつよう

な様々
さまざま

な IT訓練
くんれん

等
とう

を行
おこな

う

ほか、業務
ぎょうむ

の掘
ほ

り起
お

こしや企業
きぎょう

からの受注
じゅちゅう

、業務
ぎょうむ

の分配
ぶんぱい

等
とう

を円滑
えんかつ

に遂行
すいこう

する事
じ

業者
ぎょうしゃ

に

事業
じぎょう

を委託
いたく

することにより、障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の在宅
ざいたく

就 業 者
しゅうぎょうしゃ

が安定
あんてい

した収 入
しゅうにゅう

の確保
かくほ

が望
のぞ

めるようなスキル習得
しゅうとく

を図
はか

る。 

 

第
だい

５ 計画
けいかく

推進
すいしん

の考
かんが

え方
かた

 

１ 計画
けいかく

の推進
すいしん

体制
たいせい

 

  条 例
じょうれい

の基本
きほ ん

理念
りね ん

に基
もと

づき、道民
どうみん

を含
ふく

めた社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で「障
しょう

がいがあっても、いきいき

と 働
はたら

くことのできる地域
ちい き

社会
しゃかい

づくり」を推進
すいしん

することを基本
きほ ん

とし、福祉
ふく し

、労働
ろうどう

、経済
けいざい

、

教 育
きょういく

など関連
かんれん

する施策
しさ く

部門
ぶも ん

が連携
れんけい

を図
はか

りながら、総合的
そうごうてき

に取
と

り組
く

む。 

計画
けいかく

の推進
すいしん

や重 要
じゅうよう

事項
じこ う

の審議
しん ぎ

に当
あ

たっては、条 例
じょうれい

に基
もと

づいて新
あら

たに設置
せっ ち

する

北海道障
ほっかいどうしょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

推進
すいしん

委員会
いいんかい

の意見
いけ ん

を聴
き

き取
と

り組
く

むこととする。 
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２ 施策
しさ く

の推進
すいしん

 

（１）関係
かんけい

機関
きか ん

との連携
れんけい

 

  関係
かんけい

機関
きか ん

と連携
れんけい

し、横断的
おうだんてき

な調 整
ちょうせい

を 行
おこな

うとともに、障
しょう

がい者
しゃ

や就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

・雇用
こよ う

関係者
かんけいしゃ

の意見
いけ ん

等
とう

に配慮
はいりょ

し、障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

等
とう

との協 働
きょうどう

に努
つと

める。 

（２）工程表
こうていひょう

の作成
さくせい

 

第
だい

４に掲
かか

げる取組
とりくみ

について、年次
ねん じ

ごとに取組
とりくみ

内容
ないよう

及
およ

びスケジュール等
とう

を定
さだ

めた

工程表
こうていひょう

を作成
さくせい

する。 

（３）道民
どうみん

との連携
れんけい

 － 施策
しさ く

推進
すいしん

に係
かか

るアイデアの募集
ぼしゅう

 

   道
どう

のホームページ等
とう

を通
つう

じて、広
ひろ

く道民
どうみん

から具体的
ぐたいてき

な取組
とりくみ

に関
かん

するアイデアを募集
ぼしゅう

し、施策
しさ く

に反映
はんえい

する。 

（４）情 報
じょうほう

発信
はっしん

の強化
きょうか

 

   道
どう

と指定
して い

法人
ほうじん

、自治体
じ ち た い

、企業
きぎょう

、施設
しせ つ

・事業所
じぎょうしょ

などが実施
じっ し

した先駆的
せんくてき

な事例
じれ い

等
とう

を評価
ひょうか

・

分析
ぶんせき

し、積極的
せっきょくてき

に情 報
じょうほう

発信
はっしん

する。 

 

３ 計画
けいかく

の推進
すいしん

管理
かん り

 

 ・毎年度
まいねんど

、定期的
ていきてき

に、北海道障
ほっかいどうしょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえ ん

推進
すいしん

委員会
いいんかい

に進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

を報告
ほうこく

し、

同委員会
どういいんかい

において、評価
ひょうか

の手法
しゅほう

、評価
ひょうか

指標
しひょう

のあり方
かた

を工夫
くふ う

しながら、多角的
たかくてき

に点検
てんけん

・評価
ひょうか

し、道
どう

は、その意見
いけ ん

を踏
ふ

まえて、施策
しさ く

の内容
ないよう

や取組
とりくみ

方法
ほうほう

等
とう

の見直
みな お

しを 行
おこな

い、計画
けいかく

の効率的
こうりつてき

な推進
すいしん

に努
つと

める。 

・進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

や点検
てんけん

・評価
ひょうか

の結果
けっ か

を道
どう

のホームページ等
とう

を通
つう

じて、広
ひろ

く公 表
こうひょう

する。 

  また、障
しょう

がい者
しゃ

条 例
じょうれい

に基
もと

づき、毎年度
まいねんど

、施策
しさ く

の推進
すいしん

状 況
じょうきょう

を議会
ぎか い

に報告
ほうこく

する。 


